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北極海航路の取扱貨物量の2024年の実績を入手したので、本号では、早速このデータを図表に

まとめてお届けする。 

昨年１年間の北極海航路の貨物輸送量は3,789万ｔと、前年と比べ4.5％の増加となった。このう

ち、液体カーゴは3,218万ｔと7.5％の増加となった。一方、ドライカーゴは571万ｔと9.6％の減少とな

った。 

貨物輸送量は10年前の2014年には371万ｔだったが、2017年に「ヤマルLNG」、2024年には「ア

ークティク２」での液化天然ガス（LNG）の出荷がそれぞれ開始されるなど、北極圏での資源開発が

進展したことで、2021年を除いて一貫して増え続け、この10年間で10倍となった。戦争と制裁下と

いう状況でも成長を続け、2024年は過去最高となった。 

2024年を振り返ると、西側諸国による制裁強化で、資源開発プロジェクトや輸送船が制裁対象と

なり、出荷ができなくなったり、寄港を拒否されたりするなど予想もしなかった事態に翻弄された１年

だった。貨物輸送量は過去最高となったものの、前年より163万ｔ増にとどまり、それまでの勢いはな

かった。 

ノヴァク副首相らは2024年初に貨物量を4,000万ｔと見込んでいた。実績は見込みを200万ｔほど

下回った。ヴォストークオイルやレムベロフスコエ炭田など北極圏での資源開発が計画より遅れてい

ること、アークティク２が制裁対象となり、計画通りに出荷できなかったことなどが要因である。 

プーチン大統領は、2018年５月の大統領令「2024年までのロシア連邦発展の国家目標と戦略
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